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⽇本の元気創造
-世界⼀暮らしやすい国、世界⼀働きやすい国へ-

報告書（概要）

2024年５⽉
⽇本の「元気創造」実現のための有識者会議
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「⽇本の元気創造」報告書（概要）ー世界⼀暮らしやすい国、世界⼀働きやすい国へー

ビジョン 世界⼀暮らしやすい国、世界⼀働きやすい国へ

現状認識
◆従来のデフレ経済から脱却し、経済を熱量
溢れる新たなステージに移⾏できる転換点

◆少⼦⾼齢化と⼈⼝減少という過去に経験
のない環境下でも、2040年・2050年を
⾒据えた⽇本経済の⼒強い成⻑を実現する
必要

⽇本の元気創造を実現するために

◆「モノ不⾜の解消や経済的豊かさの追求」を⽬指して構築された現在の
社会システムから脱却し、「ヒト不⾜の解消やより広義な豊かさの追求」に
焦点を当てた社会システムの再構築が不可⽋

◆社会システムの再構築に向けては、具体的な事象の背景にある
「制度・慣習」の変更や、さらにその背景にある「価値観」の転換を含めた
ムーブメントが必要

おわりに
◆「七本槍」全ての根底にあるのは、我が国において最も⼤切
な資源は「⼈」という基本的価値観であり、⼈への投資が重要

◆国⺠の経済社会活動に対する⾃⼰効⼒感を⾼めること＝
⽇本の「元気創造」

⽇本の「元気創造」に向けて⽬指すべき７つの社会の姿を、時代を切り拓く「七本槍」として提⽰

進むべき⽅向性
◆世界に先んじたAIやDXなどの新技術の徹底的な実装や、
思い切った規制改⾰の推進

◆未来の担い⼿である若い世代から意欲ある⾼齢者まで、
多様な価値観を有する国⺠⼀⼈ひとりが能⼒を最⼤限発揮
して活躍し、豊かさと幸せを実感できる社会システムの再構築

◆⽬指すべき社会の姿に共感を得て、国⺠の意識変⾰や国⺠
を巻き込んだムーブメントに
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若年期からの健康意識改⾰と
全世代型健康診断による
「プロアクティブケア社会」の実現

一ノ槍

いつでもスキルをアップデートし、
能⼒を発揮し活躍できる
「総リスキリング社会」の実現

⽇本の「元気創造」

負の連鎖を断ち未来を拓くため、
知識・技術習得に挑戦できる
「学び⾃由化社会」の実現

65歳以上も⽀え⼿となって
⾃らを含む現役世代を⽀える
「プラス5歳活躍社会」の実現

⾃律分散型インフラや
多拠点居住等の推進による
「新たな働き⽅・暮らし⽅」
の実現

サポカー×地域安全インフラ整備による
「⾃由に移動・活動できる社会」の実現

経済活性化・社会課題解決を⽀える
「スタートアップネットワーク」の実現

二ノ槍

三ノ槍四ノ槍

五ノ槍

六ノ槍

七ノ槍

新しい技術の徹底した社会実装

AI・テクノロジー⼤切な資源の「⼈」

⽇本の「元気創造」に向けた⽬指すべき社会の姿⇒時代を切り拓く「七本槍」

●全世代型健康診断や若年期からのプレコンセプション・ケアの推進

●学びの選択肢や経済的⽀援の包括的アドバイザー機能の充実
●給付型・貸与型奨学⾦や教育訓練給付等の充実

●「リスキリング国⺠会議」の開催や
地域の⼤学への「リスキリング国内留学プログラム」

●サポカー／レベル３⾃動運転×インフラ連携実証実験
●レベル４⾃動運転サービスカーの開発・事業化⽀援

●在職⽼齢年⾦制度の⾒直し
●アシストテクノロジー講習会や企業へのトライアル助成

●⾃律分散型インフラの地域実証
●多拠点居住等に対応した制度設計

●公共調達時の⼊札資格⽀援やスタートアップと社会課題のマッチング⽀援
●海外スタートアップの⽇本進出⽀援


